
2 . 研究開発等の状況

( 1 ) 国内の状況

○ 従来の育種技術従来の育種技術も遺伝子組換え技術も、 どちらも有
用な形質をもたらす遺伝子を人工的に集積しようとす
るもの。
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　　　 食品住壽凶盟｣灯の

○ 遺伝子組換え技術は、 従来の育種技術と比較して、
① 導入遺伝子と表現型の関係が明確であることか
ら、 より確実かつ計画的に農作物の改良が可能
② 有用な遺伝子を取り出し、 農作物に導入すること
で、 農作物の改良の範囲を大幅に拡大
③ 交雑を重ねる必要性がないため、 従来よりも短期
間で形質転換体の作出が可能

といすたメリッ ト。

○ 遺伝子組換え農作物の開発に当たっては、 実験室か
ら隔離圃場、 一般圃場へと段階的に試験研究を進め、
各段階ごとに安全性を確認。
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① イネゲノム等の基礎研究 ○ イネ遺伝子の単離及び機能解明の進捗状況
イネゲノム情報を活用して同定された重要形質遺伝子(農水省関連プロジェクトの成果)｣
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0 10カ国の共同で推進されたイネゲノム完全解読 (平
成 16 年 12 月完了) において、 我が国の貢献は 55 %
と中核を担い、 約 3 万 2 千種の遺伝子の存在を推定。

○ 我が国の強味となるこの成果を土台にして、 有望育
種系統の素材となる有用遺伝子の機能解明に精力的に
取り組み、 現在、 約 100 件の関連特許を出願。

○ このように、 イネゲノム研究成果の社会還元に向け
て着実に研究が進められており、 有用遺伝子の機能解
明の加速化等からさらに次のステージに進むことが可
能な段階。
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○ イネ遺伝子と他の生物遺伝子との重複

○ こうしたゲノム研究の具体的な成果の出口として、
育種面においては、 D N A マーカー選抜育種技術によ
る従来育種方法の効率化とともに、 有用な遺伝子を組
換え技術により導入した形質転換体の作出が挙げられ
る。
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0 組換え農作物等の研究開発に取り組む主要機関

主要機関名 主な取り組み

農林水産省所管
独立行政法人
(農研機構、 農業生物資
源研究所、 国際農研セン
ター)

･花粉症緩和米など機能性作物の
開発
･不良環境耐性イネ ･コムギの開

発
･各種農作物の実用化に向けた研
究 (イネ、 野菜、 果樹、 飼料、
花き等)

農林水産省所管以外の
独立行政法人等

･ミヤコグサ、 トマト等作物の遺

伝子機能の解析
.メタボローム解析、 転写因子制

御技術の開発
･葎直物工場による有用物質生産

大学、 共同利用研
(奈良先端六、 京都大、
名古屋大、 東大、 茨城六
等)

･植物科学分野の基礎研究中心
･一部大学で実用化に向けた研究
(環境耐性作物) を実施

民間企業
･色変わり花きの開発

･その他食品、 農薬、 種苗、 発酵

関連企業等が関心を持っている
が、 組換え作物研究に消極的

② 遺伝子組換え農作物の実用化研究開発
○ 現在、 我が国で遺伝子組換え農作物の実用化までを
視野に入れた研究開発に取り組んでいるのは、 主とし
て独立行政法人試験研究機関と一部の大学、民間企業。

○ 研究開発費用や国民感情等の関係で、 多くの民間企
業や都道府県試験研究機関が遺伝子組換え研究開発か
ら撤退。

○ 現時点において、 我が国で開発され商品化された遺
伝子組換え農作物は、 民間企業による色変わりの花き
くカーネーション) のみ。
独立行政法人試験研究機関等による遺伝子組換え農
作物は商品化に至っておらず、 主な研究開発の進捗状
況は、 次頁以降のとおり。

○ 撤退の事例
o A 県農試が、 除草剤耐性イネ (祭り晴) の{ま場試験を中
止 (平成 14 年)
o o 社が、 酒造用あるいは腎不全患者向け食用の低グルテ
リン米の研究開発から撤退し解散 (平成 15年)
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< 機能性農作物> ○ 機能性農作物の開発の事例

農作物 開発機関 進捗状況

花粉症に効果のあるコメ

農林水産省所管
独立行政法人

隔離ほ場試験中

組換え体を作出乳由来ペプチド含有コメ

組換え体を作出ダイズグロプリン含有コ

メ

組換え体を作出コエンザイム Q 10 を強化
したコメ

組換え体を作出Gメ鮭3A (γアミノ酪酸) を

強化したコメ

○ 新産業や新たな需要の創出につながることを目的
に、 独立行政法人試験研究機関を中心に、 健康増進等
の新たな機能性を備えた農作物を開発中。

○ このうち、 花粉症に効果のあるコメについては、 医
薬品としての出口を念頭に、 現在、 隔離圃場試験とと
もに、 動物を対象とした有効性と安全性の評価を実施
中であり、 これらの結果を踏まえ、 ヒトに対する安全
性と有効性試験への移行を計画中。

○ これら機能性農作物については、 特定の消費ニーズ
が見込まれる反面、 例えば、 医薬品の場合は薬事法等
に基づく枠組みに則って、 所要の手続きと期間 ･費用
を伴う。

○ また、 製品化 ･商品化を踏まえれば、 研究開発段階
からの民間企業との連携が必要不可欠。

×
○ 花粉症に効果のあるコメの仕組み

花粉 こり鬘匙額,増鼓辺知り騨鬘新著翁臨みこり /
＼

を刺激する。 ゴ ヒ
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濱津鯵義孝解熱強ちき遺伝子か発現。手早党努妙隧議岻濶囃元等 メ ヒ
ンパク質を設計し、蝉.~ 反応が起きない
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< 生産性向上に寄与する農作物 > ○ 生産性向上に寄与する農作物の開発の事例

農作物 開発機関 進捗状況

ティフツシン導入複合

病害抵抗性イネ

農林水産省所管
独立行政法人

隔離ほ場試験を終了

組換え体を作出冷害耐性イネ

組換え体を作出ビッグベイ ン病

抵抗性レタス

接木による花成促進
法を開発中

早期開花性リン
ゴ台木

隔離ほ場試験中高セルロース含

有ギンドロ

鉄欠乏耐性イネ 大学 隔離ほ場試験を終了

○ 食料 ･農業問題の解決に寄与すべく、 複数の病気に
強く、 農薬や肥料を低減できる農作物等を独立行政法
人試験研究機関を中心に開発中。

○ このうち、 ディフェンシンを導入した複合病害抵抗
性イネについては、 隔離圃場試験を終了。 今後、 より
病害抵抗性の効果を高めるべく、 新たな組換え体を作
出する予定。

○ 生産性向上は我が国農政にとって喫緊の課題であ
り、農業者への直接的なメリットが期待される一方で、
消費者側からはメリットが実感しにくい一面。

○ ディフェンシンを導入した複合病害抵抗性イネの仕組み

　　　　 　　　　デ斗フエころシン

　　　　 　　　　　 　　　
　

原薗手鴎九肩夜壽評
させる。 5

{
. (複合病辞職羸弱

(ディフころシカ邁云子掩
取り出す。
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○ 環境 ･エネルギー面で貢献する農作物の開発の事例

農作物 開発機関 進捗状況

ダイオキシン吸
収分解キュウリ

農林水産省所管
独立行政法人

研究開発中

カドミウム吸収
タバコ

民間企業 組換え体作出

< 環境 ･エネルギー面で貢献する農作物 >

○ 環境 ･エネルギー分野への貢献が期待される重金属
吸収植物や高生産性バイオマス農作物等については、
これらの基本となる有用遺伝子の単謎が開始されてい
るとともに、 一部は、 独立行政法人や民間企業におい
て組換え体の作出に取り組まれているところ。

○ 海外におけるバイオマス農作物の研究開発状況

農作物 開発国 進捗状況

耐熱性αアミラーゼ生産

トウモロコシ
米国 開発済み

低リグニンのポプラ 米 国、 フ ラ ン ス、
イギリス

開発中

ジベレリン生合成系の改

変による成長促進ポプラ
スウェーデン 開発中

※我が国では、平成 19 年度から本格的な研究開発に着手。
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< 国際貢献に結びつく農作物 > ○ 不良環境耐性農作物の開発の事例

農作物 開発機関 進捗状況

乾燥耐性イネ 農林水産省所管
独立行政法人

組換え体を作出
イネのほか乾燥、 高塩、 低

温など環境ストレスへの耐
性機能をもつ遺伝子を応用
して他の農作物や樹木 (ユ
ーカリ) を開発中

○ 飢餓防止など世界的な食料 ･環境問題の解決に寄与
すべく、 乾燥や塩害といった不良環境にも耐性のある
農作物を独立行政法人試験研究機関や大学を中心に開
発中。

○ 現在、 我が国が不良環境耐性遺伝子を供与し、 海外
研究機関がこれまで栽培ができなかった土地でも育つ
乾燥 ･塩害耐性農作物を開発中。

○ こうした国際貢献に役立つ遺伝子組換え農作物につ
いては、 当該栽培国での受け入れのための合意形成が
必要。

○ 不良環境で生産できる農作物の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　乾燥塩害に強いイネの開発 声(
~
謎 な 総 三 〆 (フネ聾ン)

弱三三> 強 ･ てきIRcAs

C IM M YT
(メキシコ) 〆“

メ

コムギ トウモロコシ

きネ
C lAT (コロンビ

,斧森‘

7 )

残ぐ トて

キャッサバ イネ 偏隊調同 熱帯性イネ軍鯛教導

　 　　　　　 　　　-P
ミノ
ノ dFo h　 　　 　

IC A R D A IC R IS A T (インド)

　　　　　 　　　　

キャッサバ イネ 偏隊調同 熱帯性イ

　　　　　 　
レメズマメ キマメ ピーナッツ ソルガム
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< 商品化された農作物 > ○ 遺伝子組換え花き

農作物 開発機関 進捗状況

色変わりカーネーンョン
民間企業

商品化

隔離ほ場試験中青いバラ

カロテノイ ドの分解を抑

制したキク
農林水産省所管
独立行政法人

組換え体作出

耐病性ユリ
地方自治体

組換え体作出

組換え体作出花持ち性、 耐病性トルコ

ギキョウ

○ 我が国で最も早く商品化された遺伝子組換え農作物
は、 花 き。

○ 民間企業により、 通常育種では実現できない色変わ
りのカーネーションが 1997 年に商品化。 現在÷高変

わりバラの隔離圃場試験等を実施中。

○ 花きは、 食用でないことから、 消費者に受け入れ
や

○ 色変わりカーネーションすい面があるが、 品種 (商品) 当たりの潜在
的市場現

宣塾燈色力-ネーション｢ムーンダスト‘商盧雄山築 カー ･

膜ぽ主要穀物に較べて小さい。

　　　　　
｢ロン 丁)を牛

20〔賢三 一骰敦ま場栽培承認

.~ 呻鷁ヰ適 2oo5年 全国販売

コロンヒ丁)を午壷拠点にし,ている

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

　　　　　　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
当量が輸入。
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< 基礎研究のシーズ>

○ 今後、 基礎研応今後、 基礎研究の成果によって、 前述した農作物の
他にも、 脱粒性や植物形状、 光合成にかかる遺伝子機
能の利用による超多収農作物や二酸化炭素高吸収農作
物などの開発が可能。

○ 有望な技術シーズの事例

イネの脱粒性支配遺伝子 →

直立葉形質遺伝子

光合成関連遺伝子

高消化性遺伝子

離脱粒性インディカ米
(熱帯留亜熱帯での食糧増産)

→ 収量増加

→ 高バイオマス作物
(耕作放棄地利用によるエネ
ルギー生産)

→ 茎葉消化性の高い飼料作物
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③

○

○

○

実用化を支える研究開発

遺伝子組換え農作物の実用化のための
遺伝子の両輪をなす形で、

確保のための管理

組換え遺伝子の拡散防止を図るため、開花受粉性の
利用技 葉緑体への遺伝子導入により

;テさせない

○雄性不稔利用技術の開発 ○葉緑体への遺伝子導入技術
の開発

と車
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組換え作物 詫からの花粉は出 井程換え作物

＼:

　　　　　　　

非經換え作物

植物細胞のDN Aは什等乱体に騙ります ,

鱈難DNA[遺伝子を導入する褥綬ず

　　　　　　　　　　　
他の植脉迩虱ません姫 、

ててべき~ /と>~
ノー一炊粉では洋髪--ことでき ノヘ~

　　　　　　

宣ゞ{云子弓鬱魂の按滋計生･タンメミク質}三へ成量
で生酬橇野t云こ技む鞏街です

○遺伝子組換え農作物の環境への長期影響調査
農林水産省では、4つの試験研究独

立行政法人の参画のもと、平成1 3 年度

から1 7 年度までの間、ダイズ、ナタネ、トウモロコ
シおよびイネの4作物につい

て、遺伝子組換え農作物の長期栽
培による植物相、昆虫相、微生物相への影響

についての調査を実施しました。

その結果、これらの作物を複数年栽培した
場合の栽培ほ場及びその周辺への

生物相への影響は、遺伝子組換え体区と遺伝子非組
換え体区との間で明瞭な

差はみられませんでした。
その後、現在ダイズおよびナタ

ネについて、引き続き生物多様性への影
響につ

いての知見の集積を行っています。

《対象作物》 《調査項目》

,。･ココア･･-

ナタネ-

醸
藤
野

また、
え農作物の

換え遺伝子の
による環

の開発、
への景袋
遺伝子組

き
昆虫者謡おき 土蛾ぺ詩生物

　　　

案
　　　　　　　



(2 ) 世界の状況

① 遺伝子組換え農作物等の実用化研究開発

○ 世界で初めて遺伝子組換え農作物が商品化されて十
余年。
これらの開発主体は、 国際的なバイオ ･メジャー企業
が中心。

○ これらの農作物 (除草剤耐性、 害虫抵抗性等) は、
農薬代の節減や収量増など、農家にとって経営的な利点
があり、 支持されている状況。
国際競争の面からも、 低コスト ･高収量は優位な条件
となるもの。

○ 一方で、 新たな機能性を付加した農作物や環境保全
に役立つ農作物等の研究開発も進行中。
また、 我が国が主導したイネゲノム研究の成果を諸
外国に ｢ただ乗り｣ されるおそれ。

･開発途上国におけるビタミン A

欠乏による失明の防止に貢献で
きるとして期待されている。

･現在フィリピンの国際稲研究所
(IR露u )において、 粗換え体を途

上国の実用品種へ交配導入中

0 アメリカにおける遺伝子組換え農作物導入の生産と経済効果

単位
栽培面積

百万エーカー

収量増加量

1 0億ポンド

生産コスト減少量

10億ドル

経済効果

10億ドル

殺虫剤使用減少量

百万ポンド

2005 12 3 8 .34 1 4 2 .O 69 .7

2004 118 6 .6 1 1.7 2 .3 62.O

2003 106 5 .34 1.5 1 9 46 .4

200 1 80 3.79 1.2 1.5 45.7

注 : 1 エーカー二 0.4 ヘクタール 1ポンド三 0 .4 5 キログラム

出典: Q ua nti円cat;o n of the‘r1nPa ct o n U S A g riculture of B iote chno log y‐D erived c〉｢OP P lanted m

2 0 05 (N ationa IC e nte r for F ood a nd A 9 ｢icu IturaIP olicy)

○欧米で開発中の遺伝子 ○ゴールデンライスの開発
組換え農作物 状況

食品の
品質故
良

E 特高のよいく成熟連霰@、バナナ

油賛成分改良した畑糧作物〔低月邑目方酸の
ナタネ･、ヒマワリ~オリーブ辱め

飼料効率を高めたトウモロコシ守勢ルフソン

ビ女ミン巳ミランフ#〉と7包たトウモロコシ

イ氏コレフ、〒ロール･熨イヌ、

オメガ3を多く富む舅イヌ

満フラポノルトマト

繭リコベントマト

くりブラス
効果

リン月雪耽耆高めたトウモロコシ

ストレアJ耐T主作物(耐干性、耐塩性の小
字牽こトウモロコシ等)

バイオレメディエーシ淫しノ植物団と素耐性)

生産能
力を高
めた長
作物

這方収量--イネ

巨象性土項適性トウモロコシ′

干ばつ耐性トウモロコシ

マリしヌ、椎茸冗惇カンショ

製薬
"更に鞄十歪餓綣症愚者用トリモロコシ

‐呉等冥や野菜幸司いたワクチン/

非燦織品
製紙用低リグ-ン樹木

バイオマス〆｢乍率勿てアミラーゼ直生トウモロ

出典 : F utu｢e d eveio p m ents m cro p B iote Ch no logy

(a gricultura lb b te chnoio gy m e uro pe 2 003) 及び

平成乍7年度食品規制実態調査｢米国の遺伝子組換え

農作物･食品の現状｣(ジェトロ)

(左側 :コールテンライス)
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○ 米国における野外試験承認件数の推移② 海外の主な研究施策

○ 米国においては、 2007 年からの 5 年間で、 植物遺
伝子の解明に約 1,200 億円を投入、 また、 中国におい
ても、 イネ遺伝子の解明に単年度で 5 億円を投入する
計画。

○ また、 フランスにおいてはコムギゲノム解読、 ドイ
ツにおいてはオオムギゲノム解読に着手する計画があ
るなど、 各国ともにゲノム研究を加速化。

-

｢
I-
n -

-一言
増すニ=キ

｢
I一

三
冊
=
÷
三

一

'一一口ロ.
仕

一
言〒
一

当
.- - - - ,ロ.

n
仕

べ恥
$$

~g
野心

~g
B九
~g
B
以

べ努
野め

~巧
め於

⑨
"謎
0

℃G
b游
℃
Gs
脳

(届け出十許可の合計件数)
出典 : m 節 m ation Sy ste m s 魚r B 1otec如1010gy (IS B ) ;
ヴァージニア工科大学提供のバイテク関連科学情報によるもの
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○ 特に、 E U においては、 遺伝子組換え農作物につい
て、 かつては新規承認停止や輸入禁止措置を講

じるな
ど消極的な対応を行ってきたが、 遺伝子組換えに関す
る新たな枠組みの決定や W T O パネルの裁定等を経
て、 これまでのスタンスに変化。

○ グリーンバイオテクノロジー声明書 (欧州バイオテク
ノ ロ ジー産 業 連合 (E urop aB 10 ) 20 0 7 3 )

< グリーンバイオテクノロジーマニフェスト >

◇ 遺伝子組換え作物の承認プロセスの適切な実行

◇ 欧州の種子市場の統一

◇ 他国の農産物取引自由の尊重
◇ グリーンバイオテクノロジー関連政策と情報公開の推進

◇ 有望な技術を差別せず、 一貫して成長促進する政策を推進

○ E U における遺伝子組換えに関する政策の経緯

1990 旧環境放出指令 90/220/E E C 公布

1997 新規食品規則No2 58/97 公布
1997 2 ~ 2 0 0 0 .8 オーストリア、 フランス他 6 カ国がセーフガ

ード措置
デンマーク、 フランス他 5 カ国が環‘
てモラトリアム (新規承認停止) 宣言

200 1 新環境放出指令 200 1/18/E C 公布
2003 新規食品新規則No.1829/2003 公布
200 3 5 米加等 3カ国がW T O 紛争解決申立

2003 .8 パネル設置

2 0 04 .5 モラトリアム解除 (新規承認再開)

2006.2 パネル中間報告

2006 9 パネル最終報告 ｢セーフガード措置は不適合等｣

2006 1 1 W T O 紛争解決機関採択

1999 .6 デンマーク、 フランス他 5 カ国
が環境相理事会におい

- 1 8 -



　

　　　欧州ライフサイエンス･バイオテクノロジー戦略

Lー 略 要一l 戦略の中間評価戦略の概要

【2002年 1月 欧州議会等通達】 【2007年4月 欧州委員会採択】
★ 期 間 :2 0 0 2 ~ 2 0 1 0 年

★優先すべき目標を5つのダル-プに再編
★基本戦略(可能性の追求ノガバ し、その一つとして、

｢農業への貢献｣を明記
ナンスの確保(社会的対話)/ 欧州
の世界的責任)と30の行動計画 遺伝子組換えに関する現状分析

･産業利用がさらに増大する見通し
･リスク･ベネフィットの評価に対する強い要請

･ケースバイケースでの対応になっている現状を

さらに改善する必要性

遺伝子組換えに関する位置付け
･世界的な作付け面積の増加
･機能性食品の重要性の増大
赤直物ゲノム研究の進展
→除草副う襲爵低減へ土壌流亡防止等による
持続蕪的農業への貢壽大 戦略の見直し(遺伝子組換え関連)

･共存方策の分析と、E U 共存ガイドラインを
2008年に再評価
･作物ごとの共存方策に関する研究開発
･遺伝子組換え商品の長期影響 (プラス、マイナ

ス両面)研究
･産業化や分子農業のためのリスク･ベネフ"ト

分析
作物ごとの種子の閾値の採択 等

→非食品での利用拡大 "工業賤、バイオアラスチック

等ス パイオマ八 医薬、んイオレメテイニ-シヨメ等

行動計画(遺伝子組換え関連)
･一般 ･有機農作物との共存方策の推進

･トレーサビリティや表示に関する制度の制定

･環境への長期影響調査研究、食品モニタリング等
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③ 世界の栽培状況と主な動き

○ 世界における遺伝子組換え農作物の栽培面積は、 約
1 億 200ha (2006 年 )、 栽培国は 22 カ国であり、 20 15

年には約 2 億 ha、栽培国 40 カ国前後になるとの予想。

※出典:国際アグリバイオ事業団(IS A A A )

栽培作物の割合(2 0 0 6年)

100%ノ 48o ha (5%) 〆･

40% /

5860万｢ha
(57%) 熱望

20% ム ー

0%

※出典:国際アグリバイオ事業団(IS A A A )

0 組換え農作物作付け面積の推移と栽培農作物の割合

I 作付面積の推移 l

口 中 国
□カナダ
□ ブラジル
ロアルセンチン
口 米 国
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- ‐三 一 ▲ - .. - - -
÷
･
C E U ち

近年の主 ょ国の状 況 l近年の主な国の状況 ･加 盟 2 5ヵ国 中、6ヵ国 (スペイン、ドイツ、ポ ルトガル、フランス、
チェコ共 和 国、スロバキア )で商 業 栽 培を実 施

薹國國 :商業栽培国 (22ヶ国 )
･ポ ルトガル、フランス は、それ ぞれ 5 年 間 および 4 年 間 の 遺 伝 子 組 換 :
え体 認 可 の 凍 結 後、2 0 0 5 年 からトウモロコシの 栽 培を再 開 ･

･チェコ共 和 国 は、2 0 0 5 年 からトウモロコシの 栽 培を開 始
･スロバキアは、 2 0 0 6 年 からトウモロコシの 栽 培を開 始

路皺興
れ‐……･･-………………

浮き#三野
;:::そが

翹 弩 瘢 撞 茎逕縛
る鷲妻拶キー皺む秀な一
(トウモロコシ)

.栽培面積世界第 1位 、
(トウモロコシ) " ′

℃)フィリピン
(世 界全体の 53 . 5 % に

. … … ‐
◇チェコ共 和 国 (トウモロコシ:2 0 万 h a )

相当 ) でスペイン (トウモロコシ)

(トウモロコシ : 1 0 万 h a )
　　　　　

C イラン (イネ )○メキシコ
(ワタ、ダイズ :10 万 h a )

〆 コロ ンビ ア
　 　　　　 　

･初の商業イネ栽培
〆 コロ ンビ ア ･05年から栽培開始

C 'ホンジュラス
･ (ワタ)

(トウモロコシ) C イ ンド (ワタ:3 8 0 万 h a )
考定事者数2 3 0万 人

　
　

　　　 　 　ハ .ゞ ニ ダ マノ ー ･栽培面積世界第5位
,ブラジル 、、 ＼ ! "-

ノソ ノ ｢ ･
＼ ‘対前年十日の塀。煙く情界昂高湧

アキこりち
′三行 ‘ ‘だ〔 せ ｣ ▲＼ . ･ (ダイズ :2 0 0 万 h a .ナ

、′｣"リール ~ - ~一口、一ね…【′′
へγ をハ ･ ソ メ 1 '1 O U 刀 n aノ ＼ .熊年台･二栽培間始

′

･栽培面積世界第3位 、ミ I Y ･ 1 ~ ノ… -] しH′] ｣
･ - - - -‘‐ ･‘‐- ‐- - - 寸-

･ワタは 2 0 06年に初めて商業化 さ･オーストラリア

0 南 アフリカ (トウモロコシ、ダイ (ワタ 3 0 万 h a )

◇ アル ゼンチン (ダイズ、トウモロコシ、 ℃ウルグアイ
ズ、ワタ滝 4 0 万 h a )

注 "栽培面 積が記載されていない国は↑万 h a未 満。

.栽雑言癩匙
万藤能 美笈6スト辞抑

対前年比↑80% 増 (世界 翔立)

‘ . 麟 , ブル･‘“‘ 翔 。““““ 働、
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○ 最近の動きとして、 米国等において、 バイオエタノ ○ 米国におけるトウモロコシ及びダイズの栽培状況と我
- ル用トウモロコシや遺伝子組換えダイスの作付けの が国への輸入 (2 0 0 6 年)
増加等により、 非組換えダイズの作付けが急速に減少
との報道。

トウモ□コシ(米国) 【トウモロコシ】 〔単位千トン′、% )

輸入量 ソエメ

16,343 96.8

449 2.7

79 04

その他 l4 0,1

合 計 16、885 100,0

34 40 45
--- 52 “- - 6 1

2002 2 003 20 04 200 5 20 0 6

ダイズ(米国) 樹イ幻 (単粒千トン; "

輸入量 シェア

3,220 798

3-78 9,3

カナ露 382 7 ,0

その他 157 3,9

合‐計 & 正対7 100,〔]

合 30 00
2 5 19

万
二
--一報

.
嗣
ー
1
,'

-- -
89

一
,
- - --1

一- -

20 02 200 3 20 04 2 005 2 0 06

ー÷÷÷｢ 浮E遺伝子組換え農作物栽培面積
■■■1 l :遺伝子組換え農作物栽培面積 注 ; 下線のある国は、 当該作

物について遺伝子組換え島

注 :数値はそれぞれの作付面積割合 (% ) 作物の生産がある国を示す

を示す 資料 :日本貿易統計、 IS A /しA

資料 : U S D A、 IS丸んん、 D !u PF、 鮨 A R E 等
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